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議案第４１号

臨時代理の承認を求めることについて

五所川原市教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成１７年３月２８日五

所川原市教育委員会規則第５号）第６条第１項の規定により、次のとおり臨時代

理し同意したので、同条第２項の規定により報告し、その承認を求める。

令和３年１１月２２日提出

五所川原市教育委員会教育長 原 真 紀

記

１ 五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

２ 公布日 令和３年１１月９日

提案理由

五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改正に伴

い、新たに附属機関として五所川原市指定管理者選定委員会を設置するため、こ

れを報告し、その承認を求めるものである。
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議案第１５１号

五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の一部を改正す

る条例を次のとおり制定する。

令和３年１１月９日提出

五所川原市長 佐々木 孝 昌
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五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の一部を改正

する条例

五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１７年五所

川原市条例第６５号）の一部を次のように改正する。

第３条の次に次の７条を加える。

（指定管理者選定委員会）

第３条の２ 指定管理者の候補者を公正かつ適正に選定するため、五所川原市指

定管理者選定委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会は、公の施設の性格等の区分により複数置くことができるものとし、

当該区分ごとの委員会の名称その他の必要な事項については、規則で定める。

３ 市長は、第２条第１項の規定により指定管理者の指定を受けようとするもの

を公募した場合は、委員会にその指定管理者の候補者の選定について諮問しな

ければならない。

（委員会の所掌事務）

第３条の３ 委員会は、次に掲げる事項について所掌する。

（１）指定管理者の候補者の選定に関すること。

（２）その他市長が必要と認める事項を調査審議すること。

（委員会の組織等）

第３条の４ 委員の定数は、第３条の２第２項の委員会ごとにそれぞれ５名以内

とする。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する委員をもって

組織する。

（１）学識経験者

（２）市長が指名する職員

３ 前項第１号に掲げる委員の人数は、同項第２号に掲げる委員の同数以上とな

らなければならない。

４ 委員の任期は、委嘱又は任命された日から当該日の属する年度の末日までと

する。

（委員長）

第３条の５ 委員会に委員長を置き、委員の互選により選任する。

２ 委員長は、会議の議長となり、会務を総理する。

３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を

代理する。

（委員会の会議）

第３条の６ 委員会の会議は、委員長が招集する。ただし、委員会設置後最初の

会議又は委員長が不在の場合その他特別の場合の会議は、必要に応じて市長が

招集する。

２ 委員会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。

４ 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、説明又

は意見を求めることができる。
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（守秘義務）

第３条の７ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。

第４条第１項中「前条」を「第３条」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、公布の日から施行する。

（五所川原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正）

２ 五所川原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

（平成１７年五所川原市条例第３８号）の一部を次のように改正する。

別表いじめ問題調査委員会の項の次に次のように加える。

提案理由

新たに附属機関として五所川原市指定管理者選定委員会を設置するため提案

するものである。

指定管理者選定委員会委員 日額 5,700 円
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議案第４２号

臨時代理の承認を求めることについて

五所川原市教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成１７年３月２８日五

所川原市教育委員会規則第５号）第６条第１項の規定により、次のとおり臨時代

理し同意したので、同条第２項の規定により報告し、その承認を求める。

令和３年１１月２２日提出

五所川原市教育委員会教育長 原 真 紀

記

１ 教育委員会が管理する公の施設の指定管理者の指定手続等に関する規則の

一部を改正する規則

２ 公布日 令和３年１１月９日

提案理由

五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改正に伴

い、当該規則の一部を改正し、指定管理者選定委員会の名称その他必要な事項を

規則で定めたため、これを報告し、その承認を求めるものである。
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教育委員会が管理する公の施設の指定管理者の指定手続等に関する規則

の一部を改正する規則

教育委員会が管理する公の施設の指定管理者の指定手続等に関する規則（平成

１７年五所川原市教育委員会規則第４０号）の一部を次のように改正する。

本則中「五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例」を「前

条に定めるもののほか、五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する

条例」に改め、本則を第３条とし、同条に見出しとして「（準用規定）」を付し、

同条の前に次の２条を加える。

（趣旨）

第１条 この規則は、五所川原市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条

例（平成１７年五所川原市条例第６５号。以下「条例」という。）の施行に関

し必要な事項を定めるものとする。

（指定管理者選定委員会）

第２条 条例第３条の２第２項に規定する委員会の名称は、次の表のとおりとす

る。

附 則

この規則は、公布の日から施行する。

名称

五所川原市社会教育施設指定管理者選定委員会
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議案第４３号

五所川原市教育委員会スポーツ顕彰要綱の一部を改正する要綱の制定に

ついて

五所川原市教育委員会スポーツ顕彰要綱の一部を改正する要綱を次のとおり

制定する。

令和３年１１月２２日提出

五所川原市教育委員会教育長 原 真 紀

提案理由

顕彰の基準について、所要の事項を改めるため提案するものである。
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五所川原市教育委員会スポーツ顕彰要綱の一部を改正する要綱（案）

五所川原市教育委員会スポーツ顕彰要綱の一部を次にように改正する。

別表中

「

」

を

「

」

に改める。

附 則

この要綱は、公表の日から施行する。

スポーツ特

別優秀賞

1 世界選手権、オリンピック競技会、アジア大会又は
ユニバーシアード大会において代表選手として出場

した者。

2 全日本選手権、国民体育大会、全国高等学校総合体
育大会（通信制定時制大会を含む。以下同じ。）又は

全国大会において優勝した個人又は団体。

3 中学校の全国大会において優勝した個人又は団体。
4 小学校の全国大会において優勝した個人又は団体。
5 選考会や予選会が無い全国大会に出場し、優勝した
個人又は団体はスポーツ特別優秀賞の対象外とす

る。

スポーツ特

別優秀賞

1 世界選手権、オリンピック競技会、アジア大会又は
ユニバーシアード大会において代表選手として出場

した者、若しくは日本記録以上を達成した者。

2 全日本選手権、国民体育大会、全国高等学校総合体
育大会（通信制定時制大会を含む。以下同じ。）又は

全国大会において優勝した個人又は団体。

3 中学校の全国大会において優勝した個人又は団体。
4 小学校の全国大会において優勝した個人又は団体。
5 選考会や予選会が無い全国大会に出場し、優勝した
個人又は団体はスポーツ特別優秀賞の対象外とす

る。


